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特
集
■
ふ

え
て
い
る
自
殺

自
殺

の
教
育

吉
田

章
宏

は
じ

め
に

は
じ

め
に

は
じ

め
に

は
じ

め
に

「
自
殺
」
は
、
め
ま
い
を
覚
え
る
程
、
巨
大
で
し
か
も
深
刻
な
テ
ー
マ
で
す
。

こ
こ
で
は
少
し
絞
っ
て
、
何
処
か
し
ら
不
協
和
音
を
予
感
さ
せ
る
「
自
殺
の
教
育
」

と
い
う
主
題
を
立
て
て
、
考
え
て
み
ま
す
。
「
自
殺
の
教
育
」
と
は
何
か
、
如
何

な
る
目
的
、
内
容
、
方
法
、
客
体
、
主
体
が
考
え
ら
れ
る
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
を

導
き
と
し
な
が
ら
、
さ
さ
や
か
な
素
描
を
試
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

一一 一一
つ

の
ヒ
ン

ト
つ

の
ヒ
ン

ト
つ

の
ヒ
ン

ト
つ

の
ヒ
ン

ト

自
殺
に
つ
い
て
の
名
著
『
自
殺
と
は
何
か
』
(
Ｅ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
著
、

白
井
徳
満
・
白
井
幸
子
訳
、
［
原
著
名
D
e
f
i
n
i
t
i
o
n
o
f
S
u
i
c
i
d
e
］
誠
信
書
一

房
、
一
九
九
三
年
)
の
終
り
に
近
い
部
分
に
、
次
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
殺
の
予
防
は
、
最
後
の
と
こ
ろ
啓
蒙
活
動
、
そ
れ
も
特
に
自
殺
の
徴
候
を

い
か
に
し
て
見
分
け
る
か
と
い
う
知
識
を
広
め
る
こ
と
に
あ
る
。
／
最
上
の
予
防

は
、
初
期
の
予
防
に
あ
る
こ
と
に
誰
も
異
存
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
自
殺
の
予

防
に
お
い
て
は
特
に
そ
の
こ
と
が
大
切
で
、
さ
さ
や
か
な
予
防
の
行
為
が
生
命
を

救
う
上
で
計
り
知
れ
な
い
効
果
を
発
揮
す
る
。
／
自
殺
の
初
期
予
防
は
教
育
に
あ

る
。
教
育
は
［
中
略
］
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
」
と
し
て
、「
自
殺
は
誰
に
で

も
起
こ
り
う
る
事
、
そ
れ
と
見
分
け
う
る
自
殺
の
前
兆
と
な
る
言
葉
と
行
為
が
あ

り
、
見
る
目
と
聞
く
耳
さ
え
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
こ
と
、
そ
し

て
、
助
け
の
必
要
な
人
々
を
援
助
し
た
い
と
待
機
し
て
い
る
人
々
の
い
る
こ
と
な

ど
。
」
（
同
書
、
二
九
五
―
六
ペ
ー
ジ
）
。
以
下
の
素
描
は
、
こ
の
言
葉
を
ヒ
ン
ト

に
、
試
み
る
も
の
で
す
。

「「 「「
自

殺
自

殺
自

殺
自

殺
のの のの

研
究

研
究

研
究

研
究

」」 」」
のの のの

要
約
的

紹
介

要
約
的

紹
介

要
約
的

紹
介

要
約
的

紹
介

はは はは
、、 、、
そ

の
ま
ま

で
は

そ
の

ま
ま

で
は

そ
の

ま
ま

で
は

そ
の

ま
ま

で
は
「「 「「

自
殺

自
殺

自
殺

自
殺

のの のの
教

育
教

育
教

育
教

育
」」 」」
に

は
な

に
は

な
に

は
な

に
は

な

ら
な
い

ら
な
い

ら
な
い

ら
な
い

ま
ず
、
「
自
殺
の
研
究
」
と
「
自
殺
の
教
育
」
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

で
し
ょ
う
か
。「
自
殺
の
研
究
」
に
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
教
授
に
よ
る
造
語
「
自

殺
学
」（
S
u
i
c
i
d
o
l
o
g
y
）
で
覆
わ
れ
る
膨
大
な
研
究
領
域
が
あ
り
、
例
え
ば
、『
自

殺
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
(
ル
イ
ス
・
ウ
ェ
イ
ク
ス
タ
イ
ン
著
、
大
原
健
士
郎
監
訳
、

星
和
書
房
、
一
九
八
一
年
)
で
も
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な

み
に
、
そ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
可
能
な
研
究
内
容
を
、
私
の
思
い
つ
く
ま
ま
に

挙
げ
て
み
ま
す
と
、
以
下
の
よ
う
な
主
題
群
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

(
1
)
世
界
の
諸
文
化
に
お
け
る
自
殺
の
歴
史
。
例
え
ば
、
自
殺
に
つ
い
て
の
ア
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リ
エ
ス
流
の
「
心
性
史
」
(
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
著
、
伊
藤
晃
・
成
瀬
駒
男

訳
『
死
と
歴
史
」
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
三
年
)
も
含
む
。

(
2
)
今
日
の
世
界
の
諸
文
化
諸
地
域
に
お
け
る
自
殺
。

(
3
)
世
界
の
諸
言
語
に
お
け
る
、
「
自
殺
」
と
い
う
言
葉
の
歴
史
。

(
4
)
「
自
殺
」
と
い
う
言
葉
お
よ
び
そ
の
類
語
の
同
一
と
差
異
の
緻
密
な
語
源

学
。(
5
)
世
界
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
、
自
殺
に
関
す
る
思
想
、
世
界
観
、
人
生
観
、

倫
理
思
想
、
哲
学
思
想
の
研
究
。
あ
る
い
は
、
自
殺
と
い
う
行
為
の
理
解
の
在
り

方
の
研
究
。

(
6
)
世
界
諸
国
お
よ
び
日
本
諸
地
方
の
自
殺
人
口
統
計
と
そ
の
歴
史
な
ど
の

「
人
口
学
」
的
研
究
。

(
7
)
宗
教
宗
派
別
、
階
層
別
、
年
齢
層
別
、
職
業
別
、
男
女
別
、
居
住
地
別
な

ど
の
人
々
の
諸
特
性
に
よ
る
自
殺
の
諸
特
徴
と
自
殺
人
口
統
計
と
そ
の
歴
史
。

(
8
)
世
界
文
学
お
よ
び
日
本
文
学
に
お
い
て
描
か
れ
た
自
殺
。

(
9
)
諸
文
化
の
諸
芸
術
に
お
い
て
、
自
殺
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
お
よ
び
そ
の

歴
史
。

(
1
0
)
多
様
な
自
殺
者
個
人
の
、
自
殺
の
内
的
経
験
の
研
究
。
内
的
生
活
史
の
現

象
学
的
研
究
。

(
1
1
)
諸
宗
教
に
お
け
る
、
例
え
ば
仏
教
各
宗
派
、
基
督
教
各
教
派
、
イ
ス
ラ
ム

教
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
自
殺
の
意
味
付
け
の
在
り
方
と
そ
の
歴
史
。

(
1
2
)
自
殺
の
多
様
な
定
義
。
定
義
の
原
理
の
研
究
。

(
1
3
)
自
殺
の
多
様
な
種
類
と
そ
の
分
類
の
歴
史
。
分
類
の
意
味
。
例
え
ば
、「
自

己
本
位
的
自
殺
、
集
団
本
位
的
自
殺
、
ア
ノ
ミ
ー
的
自
殺
、
宿
命
的
自
殺
」
(
宮

島
喬
著
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
自
殺
論
」
』
、
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
)
、「
自
殺
と
自

殺
様
行
為
」
(
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
、
前
掲
書
)
の
区
別
の
成
立
な
ど
。

(
1
4
)
自
殺
の
諸
方
法
(
拳
銃
、
睡
眠
薬
な
ど
)
の
世
界
的
・
社
会
的
分
布
と
歴
史

的
変
遷
。

(
1
5
)
自
殺
防
止
の
諸
方
策
、
そ
の
世
界
的
な
歴
史
。

(
1
6
)
自
殺
の
諸
理
論
と
そ
の
歴
史
。

そ
し
て
、
多
様
な
学
問
か
ら
の
自
殺
へ
の
接
近
、
例
え
ば
、

(
1
7
)
自
殺
者
の
精
神
病
理
学
、
例
え
ば
、
分
裂
病
者
に
お
け
る
自
殺
の
研
究
。

(
1
8
)
自
殺
の
社
会
学
。

(
1
9
)
自
殺
の
心
理
学
。

(
2
0
)
自
殺
の
神
学
的
研
究
。

(
2
1
)
自
殺
の
哲
学
的
研
究
。

(
2
2
)
自
殺
の
人
間
学
。

(
2
3
)
自
殺
の
精
神
分
析
学
。

(
2
4
)
自
殺
の
認
識
論
。

(
2
5
)
自
殺
の
生
物
学
と
進
化
論
的
研
究
。

(
2
6
)
自
殺
者
の
遺
伝
学
。

(
2
7
)
自
殺
と
他
殺
の
法
医
学
。

(
2
8
)
自
殺
に
関
連
す
る
法
律
学
的
研
究
。

(
2
9
)
戦
争
な
ど
の
「
人
類
の
自
殺
」
の
可
能
性
の
研
究
。

(
3
0
)
自
殺
の
研
究
の
歴
史
と
そ
の
総
合
的
体
系
化
。

(
3
1
)「
自
殺
の
教
育
」
の
実
践
研
究
。「
自
殺
の
教
育
」
の
教
育
科
学
的
研
究
…
…
。

さ
ら
に
、
犯
罪
学
な
ど
と
の
学
際
的
主
題
の
諸
研
究
を
加
え
る
と
、
無
尽
蔵
の

内
容
を
包
含
す
る
膨
大
な
研
究
領
域

が
姿
を
現
し
ま
す
。
自
殺
研
究
所
の
み
か
、

自
殺
研
究
大
学
院
さ
え
も
可
能
で
し

ょ
う
。
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で
は
、
「
自
殺
の
教
育
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
自
殺
の
教
育
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
多
種
多
様
で
膨
大
な
「
自
殺
の
研
究
」

か
ら
蓄
積
さ
れ
た
成
果
の
総
て
を
教
え
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

「
自
殺
の
研
究
」
の
総
体
を
満
遍
な
く
適
切
に
濃
縮
し
平
易
化
し
て
教
え
さ
え
す

れ
ば
「
自
殺
の
教
育
」
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
方
は
、
安
易
で
不
適
切
で

す
。
確
か
に
、
「
自
殺
研
究
者
の
教
育
」
に
は
「
自
殺
の
研
究
」
の
知
識
の
総
体

を
満
遍
な
く
教
育
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
適
切
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

自
殺
の
専
門
研
究
者
以
外
の
教
育
、
各
段
階
の
学
校
教
育
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
、

老
若
男
女
の
一
般
人
の
生
涯
教
育
に
お
け
る
、「
自
殺
の
教
育
」
の
教
育
内
容
は
、

明
確
化
さ
れ
た
教
育
目
的
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
教
育
者
に
適
切
な
内
容
が

厳
選
さ
れ
、
精
選
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
い
意
味
の
「
自
殺
の
教
育
」

と
「
自
殺
の
研
究
」
と
は
、
明
ら
か
に
、
そ
の
目
的
を
異
に
し
ま
す
。
「
自
殺
の

研
究
」
の
目
的
は
、
自
殺
を
多
面
的
に
詳
細
に
広
く
深
く
研
究
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
が
、
「
自
殺
の
教
育
」
は
、
こ
の
世
か
ら
自
殺
を
無
く
す
こ
と
、
減
少
さ
せ

る
こ
と
、
追
放
す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
に
つ
い
て
の
物
知
り

を
育
て
る
こ
と
で
も
、
自
殺
の
研
究
の
知
識
や
知
見
を
世
に
広
め
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
人
々
を
自
殺
に
誘
い
、
追
い
込
み
、
人
々
に
自
殺
を
促

し
、
自
殺
者
を
増
や
す
こ
と
な
ど
で
は
、
決
し
て
な
い
は
ず
で
す
。
「
自
殺
の
教

育
」
は
自
殺
の
防
止
と
い
う
明
確
な
価
値
指
向
性
を
も
つ
は
ず
で
す
。

「「 「「
自

殺
自

殺
自

殺
自

殺
のの のの
教

育
教

育
教

育
教

育
」」 」」
のの のの

原
理

原
理

原
理

原
理

はは はは
、、 、、
「「 「「
人人 人人

をを をを
見見 見見
てて てて

法法 法法
をを をを
説説 説説

けけ けけ
」」 」」

「
自
殺
の
教
育
」
と
は
、
自
殺
を
無
く
す
こ
と
を
め
ざ
す
教
育
、
自
殺
予
防
、

自
殺
防
止
、
自
殺
追
放
、
自
殺
撲
滅
の
教
育
だ
と
し
ま
し
ょ
う
。

す
る
と
、
そ
の
基
本
原
理
は
、
「
人
を
見
て
法
を
説
け
」
で
あ
る
必
要
が
見
え

て
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
殺
に
つ
い
て
広
範
囲
に
渡
っ
て
詳
細
に
説

明
す
る
教
育
が
、
人
々
を
自
殺
に
誘
う
傾
向
が
、
仮
に
あ
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
す

る
と
例
え
ば
、
自
殺
の
具
体
的
方
法
を
詳
細
に
教
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
自
殺

を
賛
美
す
る
諸
思
想
を
詳
し
く
教
え
る
こ
と
、
そ
れ
ら
は
自
殺
の
研
究
の
優
れ
た

紹
介
と
は
な
り
得
て
も
、「
自
殺
の
教
育
」
に
は
な
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。
逆
に
、

「
自
殺
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
心
の
底

か
ら
感
じ
さ
せ
る
教
育
」
が
、
人
々
を
自
殺
か
ら
遠
ざ
け
る
、
あ
る
い
は
自
殺
に

近
づ
け
な
い
、
と
仮
に
す
る
な
ら
、
自
殺
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
い
教
育
こ
そ
が
、

む
し
ろ
「
自
殺
の
教
育
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
仮
に
も
し
、
自
殺
に
つ
い
て
の
無
知
が
、
人
を
自
殺
に
近
づ
け
ず
、
自
殺
か

ら
遠
ざ
け
る
と
す
る
な
ら
、
人
々
を
無
知
の
ま
ま
に
留
め
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
言
わ
ば
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
い
う
訳
で
す
。
自
殺
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
、
人
を
自
殺
に
近
づ
け
る
危
険
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
自
殺

に
つ
い
て
の
人
々
の
無
垢
と
無
知
を
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
で
持
続
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
が
「
自
殺
の
教
育
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
し
て
残
念
な
こ
と
に
、
少
な
く
と
も
今
日
の

社
会
で
は
、
人
々
は
自
殺
に
つ
い
て
全
く
何
も
見
聞
き
せ
ず
、
無
知
の
ま
ま
生
活

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
社
会
は
、
自
殺
に
つ

い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
無
知
と
無
垢
に
つ
ぐ
次

善
の
策
と
し
て
は
、
人
々
が
「
我
の
自
殺
」
(
第
一
人
称
態
の
自
分
自
身
の
自
殺
)

か
ら
距
離
を
お
く
よ
う
導
く
教
育
、
身
近
な
「
汝
の
自
殺
」
(
第
二
人
称
態
の
自
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殺
、
家
族
や
友
人
の
自
殺
)
を
予
め
防
止
す
る
た
め
の
知
識
と
知
恵
(
例
え
ば
、
自

殺
の
サ
イ
ン
の
知
識
と
防
止
の
た
め
の
知
恵
)
を
育
て
る
教
育
、
そ
し
て
、
社
会

一
般
の
自
殺
防
止
に
役
立
つ
「
彼
／
彼
女
の
自
殺
」
(
第
三
人
称
態
の
自
殺
)
に
つ

い
て
の
正
確
な
知
識
(
例
え
ば
、
自
殺
人
口
統
計
の
知
識
な
ど
も
)
を
与
え
る
教
育

を
、
三
者
相
互
に
区
別
し
つ
つ
関
連
づ
け
て
統
合
的
に
行
う
こ
と
が
、
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。［
（
注
）『
死
の
人
称
性
』
(
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
著
、
仲
沢
紀
雄

訳
、
『
死
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
八
年
)
の
思
想
に
対
応
さ
せ
て
、
「
自
殺
の
人

称
性
と
人
称
態
」
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
］

「
教
育
」
と
は
、
実
は
、
教
え
る
も
の
と
学
ぶ
も
の
が
「
共
に
育
つ
」
こ
と
で

す
(
吉
田
章
宏
著
「
ゆ
り
か
ご
に
学
ぶ
教
育
の
方
法
」
一
莖
書
房
、
一
九
九
九
年
)
。

で
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
、
「
自
殺
の
教
育
」
に
は
、
そ
れ
を
教
え
る
人
も
学

ぶ
人
も
共
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
の
自
殺
へ
の
誘
惑
に
対
す
る
抵
抗
力
、

「
免
疫
力
」
を
つ
く
り
、
同
時
に
、
身
近
な
他
の
人
々
を
自
殺
か
ら
救
う
知
恵
と

す
べ
を
身
に
つ
け
る
、
言
わ
ば
「
予
防
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
栄
養
剤
」
の
共
有
化
の

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
教
え
る
人
自
身
に
も
、
自
殺
の
誘

惑
に
対
す
る
抵
抗
力
を
絶
え
ず
鍛
え
続
け
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

「「 「「
自

殺
自

殺
自

殺
自

殺
」」 」」
のの のの

定
義

定
義

定
義

定
義
がが がが

大
切

大
切

大
切

大
切

「
自
殺
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
、
あ
た
か
も
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

以
上
述
べ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
殺
の
研
究
に
と
っ
て
、
自
殺
の
定
義
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
自
殺
の
教
育
に
と
っ

て
も
自
殺
の
定
義
は
重
要
で
す
。
そ
れ
は
、
自
殺
の
予
防
と
防
止
の
教
育
目
標
を

明
確
に
す
る
た
め
に
必
須
だ
か
ら
で
す
。
優
れ
た
定
義
は
、
実
は
、
長
年
の
研
究

と
実
践
の
結
実
な
の
で
す
。
自
殺
の
定
義
を
慎
重
に
検
討
し
た
自
殺
学
者
シ
ュ
ナ

イ
ド
マ
ン
に
よ
る
自
殺
診
断
の
た
め
の
定
義
に
は
、
こ
う
あ
り
ま
す
。
「
今
日
の

西
欧
社
会
に
お
い
て
、
自
殺
は
、
自
ら
手
を
下
し
た
意
識
的
行
為
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
死
と
さ
れ
る
。
そ
の
行
為
は
、
死
ぬ
こ
と
が
最
良
の
解
決
法
と
認
識
さ

れ
た
出
来
事
に
直
面
し
、
窮
地
を
脱
す
る
こ
と
を
願
っ
た
人
物
の
、
多
く
の
次
元

を
も
っ
た
苦
痛
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
考
え
る
と
最
も
理
解
し
や
す
い
。
」

(
前
掲
書
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
)

こ
の
定
義
の
意
味
の
詳
し
い
解
説
の
紹
介
は
割
愛
し
ま
す
。
「
死
ぬ
こ
と
が
最

良
の
解
決
法
と
認
識
さ
れ
た
」
と
い
う
言
葉
が
一
つ
の
鍵
で
す
。
自
殺
が
「
最
良

の
解
決
法
」
で
は
な
い
こ
と
、
自
殺
以
外
に
も
解
決
法
が
あ
る
こ
と
を
、
他
者
と

共
に
探
索
し
、
自
殺
以
外
の
解
決
法
を
見
い
だ
し
、
本
人
が
納
得
し
、
そ
こ
に
向

か
っ
て
一
歩
で
も
歩
き
出
す
と
い
う
こ
と
が
、
自
殺
の
防
止
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
定
義
の
あ
る
原
著
は
英
文
で
す
。
で
、
翻
訳
書
に
お
け
る
「
自

殺
」
は
"
s
u
i
c
i
d
e
"
で
あ
る
、
と
常
に
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
文
化

を
異
に
す
る
国
々
の
比
較
研
究
に
お
い
て
、
自
殺
と
い
う
言
葉
が
同
じ
内
容
を
意

味
す
る
と
誤
解
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」
(
同
前
書
、
二
四
五
ペ
ー
ジ
)
か
ら
で
す
。

「
今
日
の
西
欧
社
会
に
お
い
て
」
に
は
、
そ
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本

語
の
「
自
殺
」
の
類
語
に
は
、
自
害
、
自
死
、
自
決
、
自
裁
、
…
…
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
短
い
言
葉
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
「
自
殺
」
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
、
そ
の
基

盤
に
あ
る
人
生
観
、
死
生
観
と
世
界
観
を
、
端
的
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
「
自
殺
」
と
い
う
言
葉
は
、
殺
人
、
殺
害
、
暗
殺
、
謀
殺
、
虐
殺
、
毒

殺
、
銃
殺
、
撲
殺
、
な
ど
の
一
連
の
言
葉
を
連
想
さ
せ
る
、
極
め
て
抵
抗
感
の
強

い
刺
激
的
な
言
葉
で
、
人
々
に
警
戒
心
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
働
き
を
も
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
限
り
で
、
自
殺
防
止
と
い
う
「
自
殺
の
教
脊
」
の
観
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点
か
ら
は
、
日
本
語
の
「
自
殺
」
と
い
う
語
は
、
こ
れ
か
ら
も
保
持
す
べ
き
で
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
、
例
え
ば
、
「
自
由
死
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た

「
自
死
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
、
「
自
死
は
人
間
の
特
権
で
あ
る
。
」
(
ジ
ャ

ン
・
ア
メ
リ
ー
著
、
大
河
内
了
義
訳
「
自
ら
に
手
を
く
だ
し

自
死
に
つ
い
て
」
、

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
七
年
、
六
四
ペ
ー
ジ
)
と
論
じ
、
「
自
死
へ
の
自
由
」

(
一
八
六
ペ
ー
ジ
)
を
唱
え
る
こ
と
は
、
深
い
哲
学
的
な
意
味
で
は
そ
の
通
り
で
あ

る
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
素
朴
な
人
々
を
自
殺
に
誘
う
危
険
を
は
ら
ん
で

い
る
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
の
で
す
。
「
自
殺
」
を
「
意
志
的
な
死
」
と
呼
び
、
そ

の
「
高
貴
さ
」
を
説
い
た
り
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
自
殺
を
賛
美
し
た
り
美
化
し

た
り
す
る
こ
と
に
も
、
向
様
の
危
険
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
自
死
へ
の

自
由
」
を
唱
え
、
「
死
に
た
い
と
願
う
者
を
な
ぜ
死
な
せ
て
や
ら
な
い
の
か
」
と

問
う
人
に
は
、
「
な
ぜ
死
の
う
と
決
意
す
る
程
の
悩
み
を
軽
く
し
て
や
ろ
う
と
は

し
な
い
の
か
」
と
反
問
せ
よ
、
と
の
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
の
優
し
く
力
強
い
言
葉
が
、

心
に
残
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
自
殺
の
教
育
」
に
お
い
て
は
、
恐
ら
く
、
自
殺
は
、
何
と
し
て
も

回
避
す
べ
き
恐
ろ
し
く
忌
む
べ
き
醜
い
殺
人
行
為
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
、
「
自

殺
」
と
い
う
名
で
呼
び
続
け
、
人
々
の
生
き
た
い
と
い
う
願
い
に
力
を
貸
す
こ
と

こ
そ
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
の
言
葉
に
は
、
自
ら
は
自
殺
を
避
け
た
い
、
他

者
が
自
殺
す
る
の
を
引
き
留
め
た
い
、
共
に
生
き
た
い
、
と
い
う
人
々
の
願
い
と

祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
来
る
の
で
す
。
稲
村
博
氏
は
、
自

殺
が
生
む
悲
劇
と
し
て
、
自
殺
者
本
人
の
悲
劇
だ
け
で
な
く
、
自
殺
者
の
後
に
残

さ
れ
た
家
族
や
友
人
な
ど
の
、
自
殺
と
と
も
に
始
ま
る
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い
苦

悩
、
悔
恨
と
悲
劇
を
指
摘
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
(
稲
村
簿
著
「
自
殺
の
サ
イ

ン
を
み
の
が
す
な
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
1
9
8
3
年
)
。

も
し
、
日
本
語
の
「
自
殺
」
と
い
う
言
葉
が
、
少
し
で
も
自
殺
を
防
ぎ
止
め
る

の
に
役
立
つ
な
ら
、
嫌
悪
と
恐
怖
の
念
と
祈
り
と
を
込
め
て
、
保
持
さ
れ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

自
殺
は
、
一
つ
の
「
死
に
方
」
で
あ
る
以
上
に
、
一
つ
の
「
生
き
方
」
で
も
あ

り
ま
す
。
自
殺
に
は
、
死
へ
の
態
度
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
人
の
生
へ
の
態
度
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
視
点
か
ら
は
、
自
殺
に
は
「
尊
厳
死
」
や

「
安
楽
死
」
と
い
う
難
し
い
問
題
が
関
連
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
来
ま
す
。
自
殺

を
、
絶
対
的
に
禁
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
も
、
「
人
を
見
て
法
を
説
け
」
の
原

理
が
生
き
て
来
ま
す
。
自
殺
を
、
す
べ
て
の
人
々
に
一
様
に
説
い
て
知
ら
せ
た
り
、

一
律
に
論
じ
た
り
す
る
こ
と
は
、
自
殺
防
止
と
い
う
鮮
明
な
目
的
を
も
つ
「
自
殺

の
教
育
」
で
は
、
不
適
切
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
教
育
を
受
け
る

人
の
多
様
な
あ
り
よ
う
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
殺

自
殺

自
殺

自
殺
に
は

に
は

に
は

に
は

文
化
的

社
会
的

背
景

文
化
的

社
会
的

背
景

文
化
的

社
会
的

背
景

文
化
的

社
会
的

背
景
が

あ
る

が
あ
る

が
あ
る

が
あ
る

日
本
に
は
、
独
特
な
自
殺
の
文
化
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。「
ハ
ラ
キ
リ
」
(
切
腹
)

は
日
本
の
自
殺
の
象
徴
的
典
型
で
す
。
「
情
死
」
、
「
心
中
」
、
「
親
子
心
中
」
に
も

独
特
の
背
景
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
西
欧
と
比
べ
て
、
「
重
要
な
こ
と
は
、
日

本
が
死
ぬ
こ
と
の
自
由
を
、
原
則
と
し
て
み
ず
か
ら
に
禁
じ
た
こ
と
は
か
つ
て
一

度
も
な
い
と
い
う
こ
と
」
(
モ
ー
リ
ス
・
パ
ン
ゲ
著
、
竹
内
信
夫
訳
『
自
死
の
日

本
史
』
一
九
八
六
年
、
筑
摩
書
房
、
五
ペ
ー
ジ
)
だ
と
言
い
ま
す
。
忠
臣
蔵
（
赤

穂
浪
士
）
。
乃
木
希
典
夫
妻
の
殉
死
。
有
島
武
郎
、
芥
川
龍
之
介
、
太
宰
治
、
三

島
由
紀
夫
ら
知
識
人
の
自
殺
（
源
了
圓
「
日
本
の
近
代
化
と
知
識
人
の
自
殺
」
、

田
村
芳
朗
・
源
了
圓
編
『
日
本
に
お
け
る
生
と
死
の
思
想
』
有
斐
閣
、
一
九
七
七
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年
、
二
八
一
—
二
九
七
ペ
ー
ジ
）
。
神
風
特
攻
隊
の
「
集
団
本
位
的
自
殺
」
。
汚
職

政
治
家
の
秘
書
た
ち
の
自
己
犠
牲
的
自
殺
。
各
地
の
自
殺
名
所
。
そ
し
て
、
今
日

の
「
い
じ
め
に
よ
る
子
供
の
自
殺
」
。「
自
殺
へ
の
寛
大
さ
」
に
お
い
て
、
日
本
は

際
立
っ
た
文
化
で
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
一
つ
の
自
殺
の
意
味
は
、
文
化
的
背
景
の
み
で
な
く
、
社
会
的
背
景

を
抜
き
に
し
て
は
、
理
解
で
き
な
い
も
の
で
す
。
「
水
俣
病
を
隠
し
つ
づ
け
て
」
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
わ
が
子
と
五
階
建
て
大
学
病
院
の
屋
上
か
ら
飛
び
降
り
自

殺
を
試
み
、
偶
然
助
か
っ
た
水
俣
病
患
者
の
一
人
、
仲
村
妙
子
さ
ん
の
自
殺
未
遂

は
、
政
治
学
者
栗
原
彬
さ
ん
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
(
栗
原
彬
編
『
証
言

水

俣
病
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
)
、「
連
鎖
す
る
差
別
の
構
造
」
、「
生
産
力
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
」
、「
穏
蔽
の
力
学
」
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
政
治
」
と
い
う
脈

絡
に
位
置
付
け
て
み
て
、
初
め
て
、
そ
の
深
刻
な
隠
さ
れ
た
意
味
が
理
解
さ
れ
る

の
で
す
。
一
人
の
人
間
の
自
殺
は
、
そ
の
人
の
人
生
と
同
様
に
、
無
限
の
意
味
を

秘
め
て
い
ま
す
。

「
自
殺
の
教
育
」
そ
の
も
の
も
、
そ
う
し
た
「
自
殺
の
文
化
」
と
社
会
的
状
況

を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
文
化
的
社
会
的
背
景
を
無

視
し
て
、
「
西
欧
社
会
」
で
の
「
自
殺
の
教
育
」
を
直
輸
入
し
て
も
、
そ
こ
に
生

じ
る
意
味
の
相
異
か
ら
、
不
適
切
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

最
高

最
高

最
高

最
高

のの のの
「「 「「
自

殺
自

殺
自

殺
自

殺
のの のの
教

育
教

育
教

育
教

育
」」 」」

はは はは
何何 何何

かか かか

「
自
殺
」
は
、
深
刻
な
人
生
危
機
に
陥
っ
た
、
自
殺
の
魅
惑
へ
の
抵
抗
力
の
十

分
で
な
い
人
が
、
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
精
黒
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
も

思
わ
れ
ま
す
。
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
は
、
前
記
の
定
義
を
基
礎
に
、
「
自
殺
の
恐
れ

の
強
い
人
を
救
う
の
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
注
意
」
と
し
て
、
次
の
働
き
か
け
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。
「
痛
み
を
和
ら
げ
る
。
願
い
を
か
な
え
て
あ
げ
る
。
他
に
も

解
決
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
別
の
方
法
を
指
示
す
る
。
希
望
を
与
え
る
。

時
間
を
か
せ
ぐ
。
心
の
覆
い
を
取
り
除
く
。
助
け
を
求
め
る
声
を
聞
き
と
る
。
役

に
立
つ
人
々
の
協
力
を
得
る
。
あ
の
世
へ
の
出
口
を
封
じ
る
。
愛
す
る
人
や
、
愛

す
る
物
事
と
の
絆
を
回
復
す
る
よ
う
に
努
め
る
」
（
前
掲
書
、
二
八
五
ペ
ー
ジ
）
。

「
自
殺
の
教
育
」
は
、
危
機
に
瀕
し
た
と
き
、
以
上
の
よ
う
な
「
救
い
」
を
自
ら

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
他
者
に
「
救
い
の
手
」
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
世
界
へ
向
け
て
、
共
に
育
つ
こ
と
だ
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

根
底
に
お
い
て
人
生
を
肯
定
し
、
共
に
生
き
る
こ
と
を
喜
び
と
す
る
世
界
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
今
日
の
日
本
で
は
、
学
校
教
育
、
教
師
教
育
、
生
涯
教
育
を
通
し
て
、

そ
の
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
、
「
自
殺
の
教
育
」
は
、
自
殺
の
予
防
と
防
止
と
い
う
目
的
を
も
ち
ま

す
。
し
か
し
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
「
自
殺
の
教
育
」
が
、
自
殺
と
い
う
ブ

ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
を
避
け
、
自
殺
を
予
防
す
る
、
と
い
う
目
的
に
留
ま
る
と
し
た

ら
、
そ
の
自
的
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
だ
と
し
て
も
、
い
か
に
も
消
極
的
で
あ
る
よ
う

に
も
、
思
わ
れ
て
来
ま
す
。
喜
び
に
満
ち
た
明
る
い
世
界
、
言
わ
ば
「
ホ
ワ
イ
ト
・

ホ
ー
ル
」
へ
導
く
教
育
は
…
…
。
す
る
と
、
逆
説
的
な
結
論
が
現
れ
ま
す
。
自
殺

に
つ
い
て
教
え
る
教
育
よ
り
も
、
心
の
底
か
ら
の
湧
き
上
が
る
よ
う
な
深
い
生
き

る
喜
び
「
生
き
が
い
感
」
（
神
谷
美
恵
子
著
『
生
き
が
い
に
つ
い
て
』
み
す
ず
書

房
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
の
境
涯
に
お
い
て
、
力
強
く
育
て
る
教
育
こ
そ
が
、

最
高
の
「
自
殺
の
教
育
」
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
が
。
「
死
を
回
避
す
る
挙
動
」

の
教
育
を
越
え
て
、「
生
き
た
挙
動
」（
Ｏ
・
Ｓ
・
ウ
ォ
ー
コ
ッ
プ
著
、
深
瀬
基
寛

訳
「
も
の
の
考
え
方
：
合
理
性
へ
の
逸
脱
」
講
談
社
学
術
文
庫
、
七
二
—
七
六
ペ
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ー
ジ
）
を
育
て
る
教
育
こ
そ
が
、
最
高
の
「
自
殺
の
教
育
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。

冒
頭
で
予
感
さ
れ
た
「
自
殺
の
教
育
」
の
不
協
和
音
は
、
こ
の
逆
説
を
音
源
と
し

て
響
い
て
来
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ
ー
ル
（
光
）

は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
（
闇
）
の
存
在
に
よ
っ
て
一
層
光
り
輝
く
の
だ
、
と
し
て

も
。最
後
の
息
す
る
時
ま
で
生
き
む
か
な

生
き
た
し
と
人
は
思
ふ
べ
き
な
り

窪
田
空
穂

こ
の
思
い
が
、
教
え
る
も
の
と
学
ぶ
も
の
の
双
方
に
、
心
の
底
か
ら
の
思
い
と

し
て
育
て
ら
れ
る
と
き
、
最
高
の
「
自
殺
の
教
育
」
が
実
践
さ
れ
た
、
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
教
育
と
医
学
」
二
〇
〇
〇
年
五
月
号
、
六
〇
-
六
七
頁

（（ （（
注注 注注
）） ））
こ
の

こ
の

こ
の

こ
の
文
章

文
章

文
章

文
章
はは はは
、、 、、
二
〇
一
四

二
〇
一
四

二
〇
一
四

二
〇
一
四
年年 年年
一
一

一
一

一
一

一
一
月
発
信

月
発
信

月
発
信

月
発
信
のの のの
e
-
m
a
i
l

e
-
m
a
i
l

e
-
m
a
i
l

e
-
m
a
i
l
のの のの
添
付
添
付

添
付

添
付
フ
ァ
イ
ル

フ
ァ
イ
ル

フ
ァ
イ
ル

フ
ァ
イ
ル

と
し
て

と
し
て

と
し
て

と
し
て
、、 、、 『『 『『
教
育
教
育

教
育

教
育
とと とと
医
学
医
学

医
学

医
学
』』 』』
編
集
部

編
集
部

編
集
部

編
集
部
か
ら
か
ら

か
ら

か
ら
提
供
提
供

提
供

提
供
さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た
W
O
R
D

W
O
R
D

W
O
R
D

W
O
R
D
テ
キ
ス
ト
の

テ
キ
ス
ト
の

テ
キ
ス
ト
の

テ
キ
ス
ト
の
元
原
稿

元
原
稿

元
原
稿

元
原
稿

をを をを
、、 、、
当
方
当
方

当
方

当
方
でで でで
、、 、、
新新 新新
た
に
た
に

た
に

た
に
校
正
校
正

校
正

校
正
しし しし
編
集
編
集

編
集

編
集
しし しし
直直 直直
し
て
し
て

し
て

し
て
、、 、、
こ
こ
に

こ
こ
に

こ
こ
に

こ
こ
に
掲
載
掲
載

掲
載

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

さ
せ
て
い
た
だ
き

さ
せ
て
い
た
だ
き

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た

ま
し
た

ま
し
た

ま
し
た
。。 。。
今
回
今
回

今
回

今
回
、、 、、
本本 本本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
掲
載

掲
載

掲
載
をを をを
承
認
承
認

承
認

承
認
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご

し
て
く
だ
さ
っ
た
ご

し
て
く
だ
さ
っ
た
ご

し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
好
意
好
意

好
意

好
意

にに にに
、、 、、
ま
た
ま
た

ま
た

ま
た
、、 、、
元
原
稿
探
索

元
原
稿
探
索

元
原
稿
探
索

元
原
稿
探
索
あ
る
い
は

あ
る
い
は

あ
る
い
は

あ
る
い
は
復
元
復
元

復
元

復
元
、、 、、
そ
し
て
そ
の

そ
し
て
そ
の

そ
し
て
そ
の

そ
し
て
そ
の
提
供
提
供

提
供

提
供
な
ど
な
ど

な
ど

な
ど
、、 、、
種
々
種
々

種
々

種
々
のの のの
便便 便便

宜宜 宜宜
を
お
を
お

を
お

を
お
図図 図図
り
く
だ
さ
っ
た

り
く
だ
さ
っ
た

り
く
だ
さ
っ
た

り
く
だ
さ
っ
た
同
編
集
部

同
編
集
部

同
編
集
部

同
編
集
部
の
ご
の
ご

の
ご

の
ご
好
意
好
意

好
意

好
意
にに にに
、、 、、
深
謝
深
謝

深
謝

深
謝
い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す

い
た
し
ま
す
。。 。。

著
者
著
者

著
者

著
者
・・ ・・
吉
田
章
宏

吉
田
章
宏

吉
田
章
宏

吉
田
章
宏


